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あらまし 近年，高齢化社会に伴い，多種多様な高齢者向け見守りサービスが政府・企業によって提供されている．

我々の研究グループでは，消費者それぞれに合ったテーラーメイドな見守りサービスを実現することを目標に研究を

行っている．上記目標を実現するため，先行研究では，多様な見守りサービスを体系的に分析するためのモデリング手

法を提案した．しかしながら，先行研究で提案したモデリング手法はあくまで見守りサービスの特徴を分析するため

の手段であり，多様な見守りサービスを分類するといったことはできない．本稿では，見守りサービスの目的やユー

ザの要求をいくつかの観点に基づいて分類する手法を提案する．分類手法を利用することで，見守りサービスを目的

別に分類すること，さらにユーザの要求の整理などが可能となる．アプローチとして，見守りサービスを何のために

利用するのかという観点（For What）と，見守りサービスの利用動機の観点（Why）を利用して分類する．また，提

案手法を用いて見守りサービスを分類し，考察を行う．

キーワード 高齢化社会, 高齢者向け見守りサービス, 分類手法
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Abstract The remote monitoring service for elderly people is a service that allows a family to monitor an elderly

living in remote. Since many countries are faced with an aging society, the remote monitoring service is promising

to increase a quality of life of consumers (i.e., elderlies and families). In our research, we have a long goal to develop

a personalized service which provides value add service for consumers. To accomplish the goal, we need a method

which classifies a wide variety of remote monitoring service at some perspectives. Because, if we could classify

remote monitoring service at some methods, then we would provide consumers a comfortable service based on the

classification method. In this paper, we propose a classification method of remote monitoring service at some per-

spectives. Specifically, the proposed method provide us to classify at two viewpoints of ”for what” and ”why”. Also,

we classify some remote monitoring service with the proposed method. In addition to this, we design an application

(called MimaS Finder) based on the classification which enables consumers to select a remote monitoring service.

Key words aging society, remote monitoring service, classification method

1. は じ め に

日本は，世界に類をみない超高齢化社会を迎えている．今後，

高齢化率は上昇し続け，15歳から 65歳未満である現役世代の

割合は低下し，2060年には，2.5人に 1人が 65歳以上，4人

に 1人が 75歳以上になると予想されている [1]．そのため，高

齢者 1人 1人が自分らしい生活を送り，人生に幸福を見出せて

いるといった精神面を含めた生活全般の豊かさ（QoL: Quality

of Life）の向上が重要になってくると考えられている．このよ

うに高齢者が安心して過ごすためには，高齢者が日々の生活に

おいて無事に過ごしていることを外部から確認できるような枠

組みが必要とされている [2]．この実現手段として，見守りサー

ビスという考えが利用できる．見守りサービスとは，見守る側

（高齢者の家族など）が遠くにいる見守り対象者（高齢者，小

さい子供など）の状態を取得し（ポットを利用したか，帰宅し

ているなど），間接的に見守る考えである．本稿では，数ある

見守りサービスの中でも高齢者を見守り対象とした高齢者向け

見守りサービスに焦点を絞る．
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端的に高齢者向け見守りサービスといっても多様な種類の

サービスが存在する [3]～[5]．例えば，郵便局の局員や電気，水

道などの検査員が高齢者の自宅を直接訪問し，健康状態を確認

する見守りサービス [3]や，IT技術を利用してセンサから転倒

などを検知する見守りサービスがある [4]．このように，見守り

サービスプロパイダが様々な技術やリソースを利用して，見守

りサービスを提供している．一方で，現状の見守りサービスを

消費者視点で利用することを考えると，膨大な数の見守りサー

ビスの中から高齢者の家族や，消費者の目的・予算などに合っ

た選択をすることは難しい．見守りサービスをより普及させる

ためには，消費者自身にあった見守りサービス（テーラーメイ

ド）があれば，より安全で安心な社会が実現できると考えられ

る．しかしながら，現状では技術中心のサービス開発が主であ

り，このような消費者自身の個人適応したテーラーメイドな見

守りサービスの実現は，これらの課題だといえる．

そこで，先行研究においては，見守りサービスを分析するた

めのフレームワークとなる「見守りサービスモデリング」を提

案した [6]．しかし，先行研究で提案したモデリングはあくま

で，見守りサービスの分析のみを支援している．そのため，見

守りサービスを特徴面などで分類するといったことは先行研究

で提案したモデリング手法では難しい．テーラーメイド見守り

サービスを実現するためには，よりユーザやサービスプロバイ

ダの視点にたち，特徴などを基にした分類手法が必要だと考え

られる．

本稿では，ユーザの視点にたって見守りサービスを何のため

に（For What）と何故利用するのか（Why）の 2つの観点に

着目した分類手法を提案する．前者は，見守りサービスが何を

ユーザに提供するかといった見守りサービスの目的を分類する

観点であり，後者はユーザが何故見守りサービスを利用するの

かといった動機を分類する観点である．For Whatの観点を用

いて，見守りサービスを目的によって分類することで，例えば

ユーザの目的にそったサービスの提供が可能であると考える．

また，Whyの観点を利用することで，ユーザが何故見守りサー

ビスを利用したいのか分類し，その分類に基づく要求抽出もで

きる．本稿では，これらの観点を利用して見守りサービスを分

類し，それらの結果について考察する．さらに，提案した分類

手法を利用して，ユーザの見守りサービスの選択・意思決定を

支援する見守りサービスのアプリケーション（MimaS Finder）

を検討する．

2. 準 備

2. 1 高齢者向け見守りサービス

高齢者向け見守りサービスとは，見守る側の家族が遠くに住

む高齢者の安否を，IT 技術や人的なリソースを活用して間接

的に確認するサービスである．まず介護や看護の現場で利用さ

れる見守りサービスについていくつかの商品や研究を紹介す

る．一例として看護師一人で複数の部屋を見守ることを実現す

る「みまもりロボ」がある．このサービスでは，カメラとマイ

クの技術を活用し，タブレット等によって遠隔からリアルタイ

ムで対象者の状態を映像を通じて確認ができる [5]．ラムロック

システム [7]は，独居高齢者が深夜徘徊, トイレで動けなくなっ

ていないかといったことを検知し，連絡が可能なサービスであ

る．日常生活を見守るタイプのサービスも数多く存在する．見

守りホットラインは，見守られる人のポットの利用履歴を取得

し，家族へ通知するサービスである [8]．また，人的リソース

を利用した見守りサービスとして，郵便局のみまもりサービ

ス [3]が存在する．このサービスは，郵便局員が月 1回，高齢

者の自宅を直接訪問し，安否を確認するサービスである．また，

郵便局員は，訪問の結果を，報告書として家族へ手紙で連絡す

る．このサービスを利用することで家族は，遠くに住んでいな

がら，高齢者の健康状態について見守ることが可能となる．さ

らに，Danaらは高齢者の家の家具（ベッドなど）にセンサを

とりつけ，家全体で見守るためのスマートハウスに関する研究

を行っている [9]．さらに，日常生活のみならず，独居高齢者の

コミュニケーションを支援するサービスもいくつか存在する．

VoViT [10]は，手書き文字やメールおよびテレビ電話を利用し

て高齢者のコミュニケーションを円滑に促すサービスである．

このように多様な種類の見守りサービスが存在する．

2. 2 先行研究：見守りサービスモデリング

先行研究で提案した「見守りサービスモデリング」は，見守

り 3者モデルと 5W1Hの見守り要点分析という 2つの要素か

ら構成されるフレームワークである [6]．見守り３者モデルは，

見守りサービスの主要な役割を果たす人物（アクタ）を抽象化

し，見守りサービスにおける主要な役割を実行する 3者の関係

（見守る人，確認者，見守られる人）を一般化できるモデルであ

る．また，見守り要点分析とは，見守りサービスを 5W1H の

本質的な要点（What: サービスの種類，Why: 動機，Who:

誰が，When: 時期，Where: 場所，How: 手段）に基づいた分

析を支援するフレームワークである．WhatとWhyの要素は，

見守りサービスそのものを分析する項目であり，残り 4つの要

素は各 3人のアクタ（見守る人，確認者，見守られる人），そ

れぞれについて分析する観点である．例えば，ポットの見守り

サービスを例にWhatとWhyの観点について分析を行うと次

のような結果が得られる．Whatの観点では見守りサービスの

ユーザへの価値を提供する観点で分析し，「家族が高齢者の日常

の生活をポットを利用して見守る」ということが分析できる．

また，Whyという観点からは，「家族と高齢者が安心を得るた

め」といった動機が分析できる．

2. 3 サービスの分類

分類とは，多くの物事を体型立てて，ある観点にそっていく

つかの同種の物事をまとめることができる考えである．ソフ

トウェア開発においても，利用者であるユーザによって獲得し

たソフトウェアに対する要求を，属性に着目し，基準し分類

する考えがある [11]．また，開発されたソフトウェアにおいて

は，システムを利用するアプリケーション，利用するプラット

フォーム，最後にプラットフォームを支えるインフラストラク

チャの 3つの階層に分類もできる．さらに，物事の事象につい

て整理することにより，事象の分析にも役立てることができる．

こういった分類観点はマーケテイングの観点にも応用されてい

る．坪井は，サービスの概念・特徴について考察し，サービス
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⾒守りサービス

の分類

For What

介護・看護支援型

日常生活支援型

コミュニケーション支援型

精神的充足

Why

機能要求

非機能要求

物理的充足

遠くはなれて

住んでいるため

For Whatの観点による分類

Whyの観点による分類

⾒守りホットライン

ラムロックシステム

VoVit

介護師の目が不⾜

しているため

For Whatの分類における型

機能・非機能要求の分類

プライバシー

精神的充⾜・物理的充⾜による分類

分類インスタンス

図 1 見守りサービスの分類図

のマーケティングを考える上での有効な分類の枠組みを提案し

ている [12]．このようにサービスの分類は，サービスの機能面

の分類だけでなく，経営面の意思決定においても応用できる汎

用的な考え方である．

3. 見守りサービスの分類

3. 1 目的とアプローチ

本稿では，テーラーメイド見守りサービスを実現するため，

見守りサービスの目的（For What）とユーザが利用する際の

サービス利用動機（Why）について分類を行う．アプローチと

して，見守りサービスが何を提供しているかといった目的と

ユーザのサービス利用動機について分類し，カテゴリごとに整

理を行う．このように見守りサービスの分類を行うことによっ

て，見守りサービスの特徴を基に整理し，各ユーザの機能要求

にそったテーラーメイド見守りサービスを実現するための分類

方法を提案する．

3. 2 キーアイディア：見守りサービスの分類

図 1 に，提案する見守りサービスの分類手法の概念図を示

す．本稿で提案する手法のキーアイディアは，見守りサービス

を Fow What（図 1上部）とWhy（図 1下部）の 2つの観点

を利用して分類することである．見守りサービスの分類を考え

た際に，まず見守りサービスが提供する価値と利用する動機と

いう大きく 2つの性質での分類を試みる．そのような分類を実

現するためには，サービスが何を提供するのか（For What）の

観点と，見守りサービスを利用する動機（Why）の観点を利用

することが有用だといえる．前者の For Whatの観点では，見

守りサービスが何を提供しているのかという解決する手段につ

いて分類する．また，後者のWhyの観点については，見守り

サービスを利用するという動機について分類する．このように

ある観点に着目して分類することにより，多様な見守りサービ

スを特徴にそって分類することが可能だと検討できる．以降，

3. 3, 3. 4, 3. 5節にて For Whatの観点に基づいた分類について

説明する．また，4.節では，見守りサービスを利用する動機の

分類について述べる．

3. 3 看護・介護支援型

このカテゴリに属するサービスは，介護や看護師の不足など

の代替となる IT技術を活用した見守りサービスがあてはまる．

具体的には，介護の現場では，認知高齢者が深夜徘徊などを防

ぐ見守りサービスについてもこの分類に含まれる．また，看護

現場においては物理的な支援を必要とされる場合を想定してお

り，カメラを利用した複数の患者を見守るパターンが考えられ

る．このようなサービス例からも分かるように，また，看護・

介護支援型に分類される見守りサービスについては，多くの情

報を常時通信していることが要件として求められることが想定

できる．そのため，サービス停止や障害復旧時間なども高い品

質で保証される必要がある．

3. 4 日常生活支援型

この分類は，ユーザが安心を得るために，センサを利用して

普段利用する家電などの利用履歴を基に見守りを行うサービス

が含まれる．ポットや，家電といった家電から，水道・電気と

いったインフラ設備の見守りが現実に存在する．また，新聞局

員やといった人が高齢者の自宅を直接訪問するようなサービス

についてもこの分類に含まれる．本サービスを利用するユーザ

としては，例えば，都会に住むユーザが田舎に住むユーザの父
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を見守りたいといった場合が想定される．見守りのサービスレ

ベルを考えると，サービスの性質上，ユーザが日常生活の中で

数回確認するといったユースケースが想定できる．そのため，

さきに述べた看護・介護支援型よりは求められるサービス品質

は比較的低めに見積もることが可能である．

3. 5 コミュニケーション支援型

コミュニケーションを通じて高齢者の安否を確認できるサー

ビス全般がこのカテゴリに含まれる．独居高齢者などにおいて

は，一人で家にいることが多くなり，喋る機会なども減少しが

ちである. そのような課題を解決するための対話支援を行うこ

とを目的といたサービスがこの分類に該当する．声だけでなく，

Web上のカメラなどを利用して擬似的に対面式のコミュニケー

ションなどを行うサービスもこの見守りサービスにあてはまる．

先に述べた看護・介護支援型，日常生活見守り型と比較すると，

見守りとしての効果は弱くなる．あくまで，精神的な安心より

も対話を促すことに主眼をおいたサービスがこのカテゴリに属

すると考える．

4. サービス利用動機に関する分類

見守りサービスを利用する動機 (Why)の観点について分類

を考える．これは図 1の下方部に該当する．まず，見守りサー

ビスを利用する際に，見守りサービスに求められる機能要求と

非機能要求として分類を行う．これによって，機能要求として

動機を分離することにより，見守りサービスに求められるであ

ろう機能に焦点を絞り，より詳細な分析ができる．本稿では，

この機能要求についてより詳細に分類する．また，非機能要求

であるプライバシーやサービス利用料などの観点を分けて考え

ることができる．さらに，機能要求については，ユーザが現状

不足していることが精神的な面からフォローしてもらいたい場

合が考えられる．このようにユーザが精神的に満たされること

を求めている場合を精神的充足と定義する．また，実際に現場

で人の手や目が物理的に不足している場合，例えば介護施設に

おいて，看護師一人に対して複数の部屋を見守る場合に目が不

足しているといった事例が多々あると考えられる．我々はこの

パターンを物理的充足と分類する．以降では，これらの分類に

ついて，より詳細に説明する．

4. 1 機能要求・非機能要求による分類

見守りサービスの機能要求と非機能要求にソフトウェア開発

に利用される観点で分類する．前者は，その言葉通り，見守り

サービスを実現するにあたって必要な機能についてカテゴライ

ズする．また，非機能要求に関しては，上記の機能外となるプ

ライバシーやセキュリティ，サービス利用料などが含まれる．

もちろん，ユーザの立場でサービスを利用する場合には，利用

料が安いから選ぶといったことは考えられるが，これらについ

て本稿では，話を簡単にするため，サービス開発する立場で考

え，非機能要求として扱う．非機能要求については，本稿では

これ以上深く言及しない．

4. 2 精神的充足による分類

このカテゴリに属する見守りサービスは，利用するユーザに

対して安心・安全（精神面の充足）を提供する．多くの見守り

サービスは，高齢者の生活が無事であることを確認するために

利用されると想定しており，このカテゴリに属するといえる．

このカテゴリに属する見守りサービスは，遠くはなれた高齢者

の自律した生活を支援することが主目的である．見守りを行う

側と行われる側の双方に精神的な安心を与えるといった機能特

徴ももつ．

4. 3 物理的充足による分類

このカテゴリに属する見守りサービスは，ユーザに対して現

実世界における目や耳，手といった物理世界において不足して

いる現場を支援するためのサービスがあてはまる．例えば，介

護施設におけるカメラを利用して各部屋，通路などの様子を見

守るサービスが含まれる．また看護の現場においては，患者と

介護師がナースコールのようなやりとりを行うサービスもこの

分類に含まれる．さらに，高齢者の夜間徘徊を検知して通知す

るサービスについても，この分類に属する．このように，4. 3

節で述べた精神的充足による分類と比較して，見守る家族，看

護師，介護師が定期的な通知だけでなく，リアルタイムで目や

手を支援するようなサービスがあてはまる．

4. 4 提案手法によるサービスの分類

提案した見守りサービスの分類を，実在する見守りサービス

に適用する．今回適用する見守りサービスは計 6 種類である．

分類する見守りサービスの名称と概要は下記の通りである．ま

た，分類した結果に基づいて考察を行う．また，分類した結果

を表 1にまとめる．この表では，最も左の縦軸が分類するため

の観点を表している．また，横軸の最上部には，各見守りサー

ビスを区別するためのラベルを示している．今回提案手法内の

For Whatの観点を基に見守りサービスが，看護・介護支援型，

日常生活支援型およびコミュニケーション支援型のどのカテゴ

リにあてはまるかについて分類している．また，Why の観点

を利用して，見守りサービスを利用しているユーザが精神的充

足あるいは物理的充足を求めているのかという観点から，対象

の見守りサービスを利用するユーザの要求を分類する．さらに，

各ラベルがどの見守りサービスと対応しているかについては，

下記を参考にされたい．

サービス A：見守りホットライン [8]： ポットを利用した見守

りサービス

サービス B：みまもりロボ [5]： カメラとマイクを利用し，

複数人を同時に見守るサービス

サービス C：スマートハウス見守り [9]： スマートハウス見守

りサービス

サービス D：ラムロックシステム [7]： 認知症老人徘徊感知器

サービス E：病院看護支援　見守りシステム [13]： ゲート認

証を提供するサービス，

サービス F：VoViT [10]： 家族や友達と TV電話やメールを

通じてコミュニケーションができるサービス

4. 5 分類の考察

表 1の分類結果から考察する．サービスA，サービスB，サー

ビス Cについては For Whatの観点からは，日常生活の見守り

型に分類される．これらのサービスはあくまで高齢者が自立し

た日常生活を支援するためのサービスであると想定できるため
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XXXXXXXXXXX分類観点

サービスラベル
サービス A サービス B サービス C サービス D サービス E サービス F

For What(何を見守るのか) 日常生活支援 日常生活支援 日常生活支援 看護・介護支援 看護・介護支援 コミュニケーション支援

Why(精神的充足 or 物理的充足) 精神的充足 精神的充足 精神的充足 物理的充足 物理的充足 精神的充足

表 1 見守りサービスの分類表

である．このサービスを利用する高齢者は，看護・介護といっ

たところまで必要としないと考えられる．当該サービスは，あ

くまで日常生活が無事に過ごせているかどうかを主目的にして

いることを前提とした利用であると考える．また，これら 3つ

のサービスをユーザが利用する利用動機について分類すると，

すべて精神的充足を得るためだと考えられる．このサービスの

ユーザである高齢者やその家族がいかにして安心して過ごせる

かといった理由が主になる．このことから，ユーザが精神的充

足を必要としている場合は，日常生活支援型のサービスを推薦

することができる．

次に，サービス D,E について For What の観点から分類す

ると，看護・介護型の見守りサービスに分類できる．看護・介

護において IT技術を駆使して利用することを目的としている．

また，これらのサービスを利用する動機について分類すると，

物理的充足にあてはまる．これは，看護・介護の場面において

は介護施設内での人手といった目が足りない，また認知症高齢

者の見守りの際には，家族が 24時間何らかの手段で見守りが

で理由があるため物理的に何かを必要としている場合があて

はまる．この結果を基に考えると，見守りサービスにおいて物

理的充足が必要なユーザに対しては看護・介護支援型の見守り

サービスの推薦を優先して行うべきではないかと推測できる．

最後にサービス Fについて分類する．これまでと同様に，For

Whatの観点でのカテゴライズを考えると，コミュニケーショ

ン支援型に分類される．これは，該当するサービス F が，あ

くまでコミュニケーションを支援することを主目的としている

ためだと考えられる．また，このサービスを利用するユーザは

家族と対話など普段の電話単体ではできなかったコミュニケー

ションを支援されるということで，ユーザとしては精神的充

足が必要だと検討できる．そのため，精神的充足かつコミュニ

ケーションをもっと行いたいというユーザの要求が分かれば，

このコミュニケーション支援型に分類されるサービスをユーザ

に推薦できる．

以降では，本提案手法の課題について言及する．まずは，こ

れらの分類を実際の現場に実地調査を行い，どの程度の信憑性

があるか確かめることである．今回提案した分類は，あくまで

我々が調査した論文や実際のプロダクトを基に考えている．実

地調査を行い．分類が網羅できているか確かめる必要があると

検討している．また，今回提案手法はサービスの機能に焦点を

絞った分類となっており．サービスコスト，プライバシーといっ

たユーザが利用する際に懸念事項となる項目についても分類を

拡張することで対応を検討している．

図 2 目的決定支援機能の画面設計

5. 見守りサービスの分類を利用したアプリケー

ションの検討

5. 1 アプリケーション概要

提案した分類を利用してユーザが見守りサービスを発見・意

思決定することを支援するWebアプリケーション（Mimamori

Service Finder, MimaS Finder）の設計を行う．このアプリ

ケーションは，目的による支援機能と意思決定支援機能の 2種

類の機能がある．前者は，For Whatの観点を利用してユーザ

のサービスを簡易に支援する機能となっている．また，後者は

ユーザの要求を基に見守りサービスの検索候補を絞りこむこと

が可能な機能となっている．また，このアプリケーションは，

事前に利用できる見守りサービスをサービスプロパイダ側など

に確認のもと登録が行われていることを想定している．具体的

には，日常生活支援型の見守りサービスには，象印マホービン

株式会社のみまもりほっとライン [8]」などが事前に登録されて
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図 3 意思決定支援機能の画面設計

いるという前提である．

5. 1. 1 目的決定支援機能

図 2 に目的決定支援機能の画面設計を示す．本機能は，見

守りサービスの分類を利用して，ユーザの目的にそった見守り

サービスを探すことを支援する．具体的には，ユーザは，For

Whatの観点を利用して分類された 3つの見守りサービスの分

類の中から，ユーザ自身の目的にあったサービスを選択するこ

とが可能となる．想定しているユーザとしては，見守りサービ

スがある程度決まっているユーザである．ユーザが，このアプ

リを利用することにより，ユーザ自身の目的にそってアプリが

該当するサービスの候補を提示できる．

ユーザが実際に当機能の利用方法について簡単に説明する．

ユーザは，PC,モバイル端末などのWebにアクセスできる端

末から，本アプリの URLを入力する．入力後に図 2の画面が

端末上に表示される．ユーザは各サービスプロバイダから提供

されている見守りサービスの中から大きく，3つの目的の中か

らから見守りサービスを選択する．選択後，あらかじめ登録さ

れた目的に対応した見守りサービスがアプリ上に表示される．

これによって，ユーザは目的に合った見守りサービスを容易に

見つけることができる．

5. 1. 2 意思決定支援機能

図 3 に意思決定支援機能の画面設計を示す．このアプリは，

見守りサービスのWhyの分類を主に利用して，ユーザの要求

にそって見守りサービスを詳細に意思決定することを支援する

アプリである．本機能を利用することで，ユーザの要求を分類

にそって整理し，ユーザの要求にあった見守りサービスの候補

を推薦することが可能となる．つまり，ユーザのサービスの要

求抽出，サービス選択までの流れをアプリ主体で提供できるよ

うになる．

当機能を利用して見守りサービスを利用方法について説明す

る．アプリとしては，見守りサービスの利用動機を物理的な充

足が必要なのか，それとも精神的な充足が必要なのかを選択し

てもらう．さらに選択した要求を基に，ユーザが必要と思われ

る見守りサービスを分類のもと推薦する．4. 5節で述べたよう

に精神的充足を求めているユーザには，日常生活支援型のサー

ビスを優先的に推薦するといったサービスが提供できる．

6. ま と め

本稿では，見守りサービスの分類手法を提案した．提案手法

は，見守りサービスを何のために利用するのか（For What）の

観点となぜ利用するのか（Why）の観点から分類できる方法

である．また，分類した結果を基に既存の見守りサービスの分

類を行った．また，提案した分類手法を基に，ユーザの見守り

サービスの意思決定・要求抽出を支援する見守りサービスアプ

リケーション（MimaS Finder）の設計を行っている．今後の

展望としては，本提案の分類手法の妥当性，網羅性の確認を予

定している．また，アプリケーション開発という視点では，提

案アプリケーションの実装，テーラーメイド見守りサービスの

プラットフォーム開発などを検討している．
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